
産経

審査書案決定

新聞各紙社説比較

３号機
2015年5月20日　原子力規制委員会は
伊方原発3号機が新規制基準に適合する、
という審査書(案)を決定

そこで、恒例...
なんとなく

ポイントは
について避難計画

2015年5月22日
伊方原発「合格」　一刻も早い再稼働求める

避難計画
伊方原発が建つ佐田岬半島の細長さを問題視する声もあるが、
強固な緑色片岩の岩脈から成るため、変動に負けずに残った特異な地形である。
取りも直さず地震への強さの証明だ。
立地の優位性を忘れた議論はナンセンスだ。

「歓迎すべき前進ではあるものの、あまりにも動きが遅い。」
「安倍首相には、
　国のエネルギー安全保障の観点からも、原発の必要性を明確に示してもらいたい。」

読売 2015年5月25日
伊方原発「合格」　再稼働へ着実に準備を進めよ

新基準により、
自然災害への耐性は
格段に向上したと言えよう。

避難計画
避難計画の策定が必要な関係自治体の理解を得ることも重要な課題だ。（中略）
政府と四国電力には、
安全対策や、再稼働の必要性について丁寧に説明することが求められる。

「目標とする年内の運転開始へ、必要な手続きを着実に進めたい。」

日経 5月27日時点で社説による論評なし

毎日 2015年5月25日
伊方原発合格証　複合災害の備え足らぬ

「このまま再稼働手続きを進めれば、住民の安全が脅かされかねない。」
避難計画
安倍晋三首相は、規制委の安全審査に合格した原発の再稼働を進めると繰り返している。
ならば、複合災害が起きても住民の安全を確保できる避難計画作りの最終責任は、
国が負うべきものだろう。
それを自治体任せにしたまま再稼働を進めることは納得できない。
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原発から約5kmの円
この数字、後で出てきます
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朝日 2015年5月21日
伊方原発　見切り発車はだめだ

避難計画
住民の不安は強い。県が主導して、計画の実効性をより高めていく必要がある。

「事故後の社会環境の変化を考えれば、
　再稼働はあくまで将来的な「原発ゼロ」への一時的な選択肢と考えるべきだ。」

東京 2015年5月22日
伊方原発「適合」　課題は置き去りのまま

避難計画
事故時の住民避難については、今回も置き去りだ。
従って、再稼働の“お墨付き”とは呼び難い。

「「適合」判断三例目。
　規制委自身、その審査姿勢を一度よく、振り返ってみるべきではないか。」

「九州電力川内原発（鹿児島県）、関西電力高浜原発（福井県）、そして伊方原発と、
　３・１１以前への回帰がそれこそ粛々と、進んでいるように感じてしまう。」

愛媛 2015年5月21日
伊方原発審査書案了承　再稼働の「お墨付き」ではない

そして地元

「規制委の田中俊一委員長が「リスクはゼロではない」と繰り返し強調している通り、
　安全性の担保でも、再稼働の「お墨付き」でもないとくぎを刺しておきたい。」
「事故への真摯（しんし）な反省がないままに規制委や電力会社が言う「安全」は、
　県民の「安心」にはつながっていない。」
「拙速な判断は将来に禍根を残す。取り返しのつかない、あの悲劇を忘れてはならない。」

田中原子力規制委員会委員長定例会見 2015年5月20日

佐多岬（半島）も5km以遠に避難することはできますね。
5kmから外の方であれば、一応、屋内退避というのが当初の考えですから、
まず、そういうことが基本になると思います。（中略）
あわてて避難行動をとることが決していいことではないということで、
防災指針も作ってありますので、そういうことをきちっとやってみるということだと思います。
ただ、不安というのがとこまで解消できるかというのは、
そこのあたりはよく住民の方に御説明して理解を得ないといけないだろうなとは思いますが、
これは内閣防災の方で一生懸命やって頂いていると思います。
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『日本人の命と平和な暮らしを守るため、あらゆる事態を想定し、切れ目のない備えを行う』
とは安倍首相が安保法制に関してよく言うセリフ。。。
安保法制が本当にその目的を達するのかとうかは置いておいて、
原発再稼働判断に対しても同じ口で同じ事を言えるんでしょうか？
。。。はぁ〜、この人には言えるんでしょうね、きっと（泣）
いかに安倍首相がその場しのぎのかるーい言葉しか発していないのかよくわかります。
しかし、命に関わる問題です。あきらめる訳にはいきません。
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